
  

  

 

 

 

 夏空がまぶしく感じられる頃となりましたが、皆様

いかがお過ごしでしょうか。 

 7 月 2 日(日)にアウェーで行われました対横浜商科

大戦は序盤の失点が響き大敗を喫してしまいました

が、ホームで行われました対鶴見大戦は最終回に松延

外野手(2 年・土浦一)が適時打を放ち見事逆転サヨナ

ラ勝ちを収めました。また、9 日(日)に行われました対

東京国際大戦は、ホームでの A 戦、アウェーでの B 戦

共に投打が噛み合い勝利を収めました。 

 今週末のオープン戦後は 1週間の試験オフに入りま

すが、そのあとには秋季リーグ戦に向けての夏の練習

や合宿、オープン戦が控えています。野球に存分に打

ち込める環境下で力をつけ、成長できるよう選手一同

励んでまいります。 

今後とも東大野球部をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

〈夏季オープン戦〉 

7 月 15 日 10:30/13:00 vs 神奈川工科大  

＠神奈川工大 G 

   16 日 10:30 vs 亜細亜大 @亜大 G 

 

 

 

 今回の特集では、仲が良いまたはライバル意識を持

っている同期の存在、また自分の学年の雰囲気につい

て語ってもらいました。 

 

 

田宮 克真（4年・学生コーチ・東農大一） 

4年生は個性派ぞろいな分、毎週ミーティングを重

ね、主将の山田(4年・内野手・桐朋)を中心にそれぞ

れが責任を持ってチームを引っ張ることを意識して

います。その中でも責任感の強い男が捕手の森田(4

年・捕手・学芸大附)です。昨年までは喜入さん(H29

卒・捕手)の控えでしたが、地道に基礎練習を重ね、

今年から扇の要を担っています。彼の試合中の集中

力はチーム 1と誰もが認めています。不本意な内容

だった今春の悔しさを糧として、秋にはさらに成長

した姿を見せてくれると思います。 

 

  

磯野 悠太郎（3年・内野手・時習館） 

自分には同じポジションの同期がいるわけではな

いので、ライバルという存在はいないのですが、リー

グ戦に多く出場している、三鍋(3 年・捕手・川和)、

(山本)修(3年・外野手・岡崎)、岩田(3年・内野手・

国立)、(宇佐美)舜也(3 年・外野手・桐朋)などには、

負けないぞ！と意識しています。 

また、僕たちの学年は仲がいい学年です。オフの前

日の夜には溪(3 年・投手・浅野)とご飯や映画に行っ

たり、三鍋、舜也、宮村(3 年・学生コーチ・県前橋)

ともんじゃ焼きを食べに行ったりしています。学年の

仲の良さを生かして一丸となって頑張れば、3 年全体

でチームの勝利に貢献できると思います。これからも

応援よろしくお願いします。 

ごあいさつ 

今後の日程 

今回の特集 「同期の存在」 

 東大野球部メールマガジン  Vol.171 



 

 

木野 友博（2年・内野手・日比谷） 

自分のライバルは髙野(2年・捕手・国立)です。彼

は類い稀なる笑いのセンスを持ちながら、平素はそ

れを噯にも出さず、さも自身が面白くないかのよう

に振舞っています。笑いのセンスに乏しくも様々な

場面でそれを要求される自分にとって、彼は遥か高

みではありながらも越えなくてはならぬ存在であ

り、越えるその日を目指し日々精進を続けて行く所

存であります。 

そんな髙野のおかげもあり、学年の雰囲気は極め

て良好だと思います。オフには連れ立って旅行に行

く者がいたり、かたやプレーについて厳しく指摘し

合ったりと、強いチームに必要な要素を兼ね備えて

います。東大野球部がより強くなるよう、お互いに

高め合っていきたいと思います。今後とも温かいご

声援よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

北澤 恭（2年・外野手・松本深志） 

僕のライバルは宮本(2 年・投手・土浦一)です。宮

本とは大学のクラスが同じで、助け合い痛みを分かち

合って 2年目になります。驚くべきことに周りからは

仲が悪い、一緒にいるところを見たことがないといっ

た声が聞こえてきます。確かに僕らの性格は真逆とい

っても良いくらいです。しかし、僕は宮本の人間性や

野球に打ち込む姿勢を尊敬していますし、宮本が先に

リーグ戦に出場しているので、自分も負けたくないと

いうライバル意識もあります。これからもこんな絶妙

な関係でいたいと思っています。 

 

 

田中 弘毅（1年・投手・開成） 

僕達 1 年生 24 人は個性的な人ばかりで、話していて

大変面白いです。特に澁谷(1 年・捕手・筑波大附)と

宇佐美尭(1 年・外野手・桐朋)の漫才のようなやりと

りは見ていて飽きることはありません。 

   また、個人的に仲の良い同期は松田(1年・投手・開

成)です。松田とは高校時代からのチームメートであ

り、東大野球部という高いレベルの場で共にプレーで

きることを嬉しく思います。一方で大学では同じポジ

ションを争うライバルでもあります。これからも切磋

琢磨し、神宮のマウンドで活躍できるよう頑張ります。 



 

 

 

 今回の特集はいかがでしたでしょうか。 

次回は「体重とは」と題し、体重の変化によるコ

ンディションの違いや維持方法について語ってもら

います。どうぞお楽しみに！ 

今後とも東大野球部をよろしくお願いいたしま

す。 

編集後記 


